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調査報告書 

 

X(旧 Twitter)上でのアムールヒョウへの臭気物質提示に関する投稿の調査結果について 

 

福 山 市 立 動 物 園 

動物倫理福祉委員会 

 

1. 背景 

2025 年 9 月 7 日 19 時 40 分、SNS（X, 旧 Twitter）上において、当園のアムールヒョ

ウへの臭気物質提示に関する内容で投稿された件に対し、  虐待ではないか」との意見を

含む投稿が拡散されました。当該投稿により来園者や市民の皆様にご心配をおかけし、

疑義が生じていることから、2023 年に園内に設置された獣医師及び動物行動学を専門と

する職員を含めた動物倫理福祉委員会が事実関係を精査いたしましたので、結果を報告

いたします。 

 

2. 調査内容 

  明らかな誹謗中傷を除いた疑義となる投稿内容、またメール等で直接ご連絡いただい

たご意見に関して、以下の内容を調査いたしました。 

a. 動画撮影時までの当該投稿で指摘された動物の飼育及び健康状況について 

飼育日誌・給餌記録・その他飼育状況に関する記録を確認 

b. 委員による SNS へ投稿した飼育職員及び獣医師への聞き取り調査 

c. 動画撮影時の状況確認に関する現場への立入調査 

d.  動画内での当該個体の行動確認 

e. 臭気物質提示後（動画撮影後）の当該個体の健康確認 

 

3. 調査結果 

a. 飼育環境は、当園が定める動物倫理福祉規程の基準を満たしており、飼育日誌・給餌

記録・その他飼育状況に関する記録において異常は認められませんでした。 

b. 本委員会が定めたエンリッチメント安全チェックリスト（別紙 1）に照らし合わせ、

獣医師が確認の上で行っていること、また以下の点について確認いたしました。 

・臭気物質の提示は、嗅覚エンリッチメントとして探査行動および行動レパートリ

ーの増加を目的に予備段階として実施されたこと 

・海外および国内の動物園において使用事例があり、IUCN Cat specialist Group に



よるニュースレターを始めとした使用の根拠となる文献等の提示があったこと

（https://www.researchgate.net/publication/268577934_The_use_of_commercial_

perfumes_for_studying_jaguars） 

・イエネコにおける精油の経皮吸収、消化管吸収による危険性を示唆する文献を把

握した上で、今回の使用方法ではその危険性が極めて低く、獣医師が無害であると

判断したこと 

・提示された臭気物質の主成分がシベトンとされること 

・使用量は 0.07ml 程度であること 

・当該個体に対して臭気物質の噴射は行われていないこと 

c. 投稿者の飼育対応について不適切な行為や虐待と見なされる行為は認められませんで

した。また、動画撮影時、獣医師がその場にいたことを確認いたしました。 

d. 飼育員が網越しに臭気物質を散布したレンガを提示後、当該個体自ら近寄るが、レン

ガの近くに顔をもってきたにも関わらず、全く違うところを嗅いでおり判別している

行動が見られないことから、臭気の拡散が極めて弱いと判断しました。その後、当該

個体は何度も臭気が散布された部位を嗅ぐ行動が確認でき、臭気を認知するために時

間を要している、もしくは容認できる臭気である行動を発現している（嫌悪する臭気

ならば逃避行動を発現も可能）と判断いたしました。その後、 シャー」という威嚇様

行動がフレーメンであるか嫌悪する行動であるかの判断は本動画からは難しく、臭気

物質が付着した部位を当該個体自ら再度嗅ぎ始めたことから、臭気が嫌悪刺激になっ

ていないと判断いたしました。 

補足として、当該個体は提示されたものから逃避できる状況にあったことを確認して

おります。 

e. 臭気物質提示後の食欲及び行動ともに良好であることを確認しました。また、当該個

体はトレーニングにより無麻酔採血が可能であったことから、本委員会の要請により

採血を実施した結果、これまでの血液検査の結果と比較し、肝数値、腎数値をはじめ

とした各項目において異常が認められなかったことを確認いたしました。 

 

4. 結論 

動物倫理福祉委員会による総合的な調査の結果、当該 SNS 投稿に対してご指摘いただ

いた 動物虐待」と判断される事象は確認されませんでした。当園では、本委員会主導

のもと、当該個体を含めた定期的な動物福祉チェックを実施するとともに、引き続き動

物福祉を重視し、科学的知見に基づいた飼育・展示管理を行っていけるよう尽力してま

いります。 

 

5. その他、今後の対応 

・調査結果を公式ホームページにて公表し、来園者・市民の皆様に安心していただける



よう努めてまいります。 

・当園におけるSNS投稿時には、投稿者以外の複数名による事前チェックを行っており、

一部の委員から 今回の投稿において説明が不十分」であったことが指摘されており、

誤解を招かぬように投稿者及びチェック担当者に対して、より丁寧かつ誤解を与えな

いような投稿となるよう指導しております。 

・今後、必要に応じて外部研究者による動物福祉チェックも予定しております。 

・なお、本件は福山市動物愛護センターに連絡済みです。 

 




